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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成25年4月11日(2013.4.11)

【公開番号】特開2012-28634(P2012-28634A)
【公開日】平成24年2月9日(2012.2.9)
【年通号数】公開・登録公報2012-006
【出願番号】特願2010-167319(P2010-167319)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/86     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｄ 209/86    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/04    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    ６９０　

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月22日(2013.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　陽極と、陰極と、前記陽極と前記陰極との間に設けられた有機薄膜層と、を備えた有機
エレクトロルミネッセンス素子であって、
　前記有機薄膜層は、少なくとも第１のホストと、第２のホストと、発光を示すドーパン
トと、を含む発光層を備え、
　前記第1のホストは、同一分子内に１個以上のカルバゾリル基と１個以上の含窒素複素
環基を有する化合物であり、
　前記第２のホストは、下記式（１）または（２）で表される化合物である
ことを特徴とする有機エレクトロルミネッセンス素子。
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【化１】

［式（１）および（２）において、Ａｒ１、Ａｒ２およびＡｒ３は、それぞれ独立に、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６の芳香族炭化水素基、
　または置換もしくは無置換の環形成原子数６の芳香族複素環基を表す。
　但し、Ａｒ１、Ａｒ２およびＡｒ３は置換基Ｙを一個または複数個有していてもよく、
複数個の場合はそれぞれ異なっていてもよい。
　Ｙは炭素数１～２０のアルキル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　炭素数１～２０のアルコキシ基、
　炭素数７～２４のアラルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。
　式（１）および（２）において、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３およびＸ４は、それぞれ独立に、酸
素（Ｏ）、硫黄（Ｓ）、Ｎ－Ｒ１またはＣＲ２Ｒ３を表す。
　前記Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ独立に、
　炭素数１～２０のアルキル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　炭素数７～２４のアラルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
素基、
　または置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２４の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。
　但し、Ｘ１とＸ２が共にＮ－Ｒ１でｏ、ｐが０、ｑが１の場合、
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　または、Ｘ１とＸ３が共にＮ－Ｒ１でｐ、ｑが０、ｏが１の場合は、
　Ｒ１の少なくとも１つは置換もしくは無置換の環形成原子数８～２４である１価の縮合
芳香族複素環基を表す。
　式（１）および（２）において、ｏ、ｐおよびｑは０または１を表す。ｓは１、２、３
又は４を表し、それぞれＬ４を連結基とした１量体、２量体、３量体、４量体である。
　ｒは１、２、３または４を表す。
　式（１）および（２）において、Ｌ２は単結合、
　炭素数１～２０のアルキレン基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、
　２価のシリル基もしくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の１価あるいは２価の芳香族複素環
基又は縮合芳香族複素環基を表す。
　式（１）において、Ｌ３は単結合、
　炭素数１～２０のアルキレン基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、
　２価のシリル基もしくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　式（２）において、Ｌ４は、
　sが２の場合、
　単結合、
　炭素数１～２０のアルキレン基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、
　２価のシリル基もしくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　sが３の場合、
　炭素数１～２０の３価の飽和炭化水素基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０の３価の環状飽和炭化水素基、
　３価のシリル基もしくは炭素数１～２０の３価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の３価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の３価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　sが４の場合、
　炭素数１～２０の４価の飽和炭化水素基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０の４価の環状飽和炭化水素基、
　ケイ素原子、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の４価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の４価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　式（１）および（２）において、Ａ１は、
　水素原子、
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　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。
　式（１）において、Ａ２は、
　水素原子、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。］
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
［前記式（１）および（２）において、Ａｒ１、Ａｒ２およびＡｒ３は、それぞれ独立に
、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６の芳香族炭化水素基、
　または置換もしくは無置換の環形成原子数６の芳香族複素環基を表す。
　但し、Ａｒ１、Ａｒ２およびＡｒ３は置換基Ｙを一個または複数個有していてもよく、
複数個の場合はそれぞれ異なっていてもよい。
　Ｙは炭素数１～２０のアルキル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　炭素数１～２０のアルコキシ基、
　炭素数７～２４のアラルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。
　式（１）および（２）において、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３およびＸ４は、それぞれ独立に、酸
素（Ｏ）、硫黄（Ｓ）、Ｎ－Ｒ１またはＣＲ２Ｒ３を表す。
　前記Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ独立に、
　炭素数１～２０のアルキル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　炭素数７～２４のアラルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
素基、
　または置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２４の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。
　但し、Ｘ１とＸ２が共にＮ－Ｒ１でｏ、ｐが０、ｑが１の場合、
　または、Ｘ１とＸ３が共にＮ－Ｒ１でｐ、ｑが０、ｏが１の場合は、
　Ｒ１の少なくとも１つは置換もしくは無置換の環形成原子数８～２４である１価の縮合
芳香族複素環基を表す。
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　式（１）および（２）において、ｏ、ｐおよびｑは０または１を表す。ｓは１、２、３
又は４を表し、それぞれＬ４を連結基とした１量体、２量体、３量体、４量体である。
　ｒは１、２、３または４を表す。
　式（１）および（２）において、Ｌ２は単結合、
　炭素数１～２０のアルキレン基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、
　２価のシリル基もしくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の１価あるいは２価の芳香族複素環
基又は縮合芳香族複素環基を表す。
　式（１）において、Ｌ３は単結合、
　炭素数１～２０のアルキレン基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、
　２価のシリル基もしくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　式（２）において、Ｌ４は、sが2の場合、
　単結合、
　炭素数１～２０のアルキレン基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、
　２価のシリル基もしくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　sが３の場合、
　炭素数１～２０の３価の飽和炭化水素基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０の３価の環状飽和炭化水素基、
　３価のシリル基もしくは炭素数１～２０の３価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の３価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の３価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　sが４の場合、
　炭素数１～２０の４価の飽和炭化水素基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０の４価の環状飽和炭化水素基、
　ケイ素原子、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の４価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の４価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　式（１）および（２）において、Ａ１は、
　水素原子、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
素基、
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　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。
　式（１）において、Ａ２は、
　水素原子、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。］
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　炭素数６～３０の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基としては、例えば、フェ
ニル基、ビフェニル基、ターフェニル基、ナフチル基、アントラニル基、フェナンスリル
基、ピレニル基、クリセニル基、フルオランテニル基、パーフルオロアリール基等が挙げ
られ、これらのうちフェニル基、ビフェニル基、ターフェニル基、パーフルオロアリール
基が好ましい。
　炭素数５～３０のシクロアルキレン基としては、例えばシクロペンチレン基、シクロヘ
キシレン基、シクロヘプチレン基などが挙げられ、これらのうちシクロヘキシレン基が好
ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　以上のような、一般式（７）、（８）及び（Ａ）の結合様式、並びに各基の例示の組み
合わせにおいて、下記［１］～［４］で表される化合物であることが好ましい。
［１］前記一般式（７）においてａ＝１、かつ前記一般式（Ａ）においてｃ＝１，ｄ＝０
であり、
　一般式（７）式中、Ｃｚは、置換もしくは無置換のアリールカルバゾリル基又はカルバ
ゾリルアリール基であり、
　一般式（Ａ）式中、Ｍ１は、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数４～５の窒素含
有ヘテロ６員環又は７員環、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数２～４の窒素含有
ヘテロ５員環、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数８～１１の窒素含有ヘテロ環、
置換もしくは無置換のイミダゾピリジニル環であり、Ｌ５は、置換もしくは無置換の炭素
数６～３０のアリール基もしくは芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、置換もし
くは無置換の炭素数２～３０の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基である。
［２］前記一般式（７）においてａ＝２、かつ前記一般式（Ａ）においてｃ＝１，ｅ＝０
であり、
　一般式（７）式中、Ｃｚは、置換もしくは無置換のアリールカルバゾリル基又はカルバ
ゾリルアリール基であり、
　一般式（Ａ）式中、Ｍ１は、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数４～５の窒素含
有ヘテロ６員環又は７員環、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数２～４の窒素含有
ヘテロ５員環、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数８～１１の窒素含有ヘテロ環、
置換もしくは無置換のイミダゾピリジニル環であり、Ｌ５は、置換もしくは無置換の炭素
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数６～３０のアリール基もしくは芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、置換もし
くは無置換の炭素数２～３０の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
［３］前記一般式（７）においてａ＝１、かつ前記一般式（Ａ）においてｃ＝２，ｅ＝０
であり、
　一般式（７）式中、Ｃｚは、置換もしくは無置換のアリールカルバゾリル基又はカルバ
ゾリルアリール基であり、
　一般式（Ａ）式中、Ｍ１は、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数４～５の窒素含
有ヘテロ６員環又は７員環、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数２～４の窒素含有
ヘテロ５員環、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数８～１１の窒素含有ヘテロ環、
置換もしくは無置換のイミダゾピリジニル環であり、Ｌ５は、置換もしくは無置換の炭素
数６～３０のアリール基もしくは芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、置換もし
くは無置換の炭素数２～３０の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基である。
［４］前記一般式（８）においてｂ＝２、かつ前記一般式（Ａ）においてｃ＝ｄ＝１であ
り、
　一般式（８）式中、Ｃｚは、置換もしくは無置換のアリールカルバゾリル基又はカルバ
ゾリルアリール基であり、
　一般式（Ａ）式中、Ｍ１は、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数４～５の窒素含
有ヘテロ６員環又は７員環、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数２～４の窒素含有
ヘテロ５員環、置換もしくは無置換の環を形成する炭素数８～１１の窒素含有ヘテロ環、
置換もしくは無置換のイミダゾピリジニル環であり、Ｌ５は、置換もしくは無置換の炭素
数６～３０のアリール基もしくは芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、置換もし
くは無置換の炭素数２～３０の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
（第２のホスト）
　本発明の有機エレクトロルミネッセンス素子は、第２のホストとして、下記式（１１）
または（１２）のいずれかで表される化合物を含む。



(8) JP 2012-28634 A5 2013.4.11

【化３３】

［前記式（１１）および（１２）において、Ａｒ１、Ａｒ２およびＡｒ３は、それぞれ独
立に、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６の芳香族炭化水素基、
　または置換もしくは無置換の環形成原子数６の芳香族複素環基を表す。
　但し、Ａｒ１、Ａｒ２およびＡｒ３は置換基Ｙを一個または複数個有していてもよく、
複数個の場合はそれぞれ異なっていてもよい。
　Ｙは炭素数１～２０のアルキル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　炭素数１～２０のアルコキシ基、
　炭素数７～２４のアラルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。
　式（１）および（２）において、Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３およびＸ４は、それぞれ独立に、酸
素（Ｏ）、硫黄（Ｓ）、Ｎ－Ｒ１またはＣＲ２Ｒ３を表す。
　前記Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ独立に、
　炭素数１～２０のアルキル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　炭素数７～２４のアラルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
素基、
　または置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２４の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。
　但し、Ｘ１とＸ２が共にＮ－Ｒ１でｏ、ｐが０、ｑが１の場合、
　または、Ｘ１とＸ３が共にＮ－Ｒ１でｐ、ｑが０、ｏが１の場合は、
　Ｒ１の少なくとも１つは置換もしくは無置換の環形成原子数８～２４である１価の縮合
芳香族複素環基を表す。
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　式（１）および（２）において、ｏ、ｐおよびｑは０または１を表す。ｓは１、２、３
又は４を表し、それぞれＬ４を連結基とした１量体、２量体、３量体、４量体である。
　ｒは１、２、３または４を表す。
　式（１）および（２）において、Ｌ２は単結合、
　炭素数１～２０のアルキレン基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、
　２価のシリル基もしくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の１価あるいは２価の芳香族複素環
基又は縮合芳香族複素環基を表す。
　式（１）において、Ｌ３は単結合、
　炭素数１～２０のアルキレン基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、
　２価のシリル基もしくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　式（２）において、Ｌ４は、
　sが２の場合、
　単結合、
　炭素数１～２０のアルキレン基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、
　２価のシリル基もしくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　sが３の場合、
　炭素数１～２０の３価の飽和炭化水素基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０の３価の環状飽和炭化水素基、
　３価のシリル基もしくは炭素数１～２０の３価の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の３価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の３価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　sが４の場合、
　炭素数１～２０の４価の飽和炭化水素基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０の４価の環状飽和炭化水素基、
　ケイ素原子、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の４価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族
炭化水素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の４価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　式（１）および（２）において、Ａ１は、
　水素原子、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
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素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。
　式（１）において、Ａ２は、
　水素原子、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、
　シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
　置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水
素基、
　または環形成炭素数３～２４の置換もしくは無置換の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。］
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
　前記式（１３）～（１６）において、Ｘ５およびＸ６は、それぞれ独立に、酸素（Ｏ）
、硫黄（Ｓ）、Ｎ－Ｒ１またはＣＲ２Ｒ３を表す。
　前記Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ独立に、炭素数１～２０のアルキル基、置換も
しくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、炭素数７～２４のアラルキル
基、シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、置換もしくは無置換の環形成炭素
数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または置換もしくは無置換の
環形成炭素数３～２４の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す。但し、Ｘ５とＸ
６が共にＮ－Ｒ１の場合は、Ｒ１の少なくとも１つは置換もしくは無置換の環形成原子数
８～２４である１価の縮合芳香族複素環基を表す。
　式（１４）および（１６）において、ｓは２、３または４を表し、それぞれＬ４を連結
基とした２量体、３量体、４量体である。
　式（１３）～（１６）において、Ｌ２は単結合、炭素数１～２０のアルキレン基、置換
もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、２価のシリル基もしくは
炭素数２～２０の２価のシリル基、置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２価の
芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形成炭素数３～２４のベンゼン環
ａと連結する置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す
。
　式（１３）および（１５）において、Ｌ３は単結合、炭素数１～２０のアルキレン基、
置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、２価のシリル基もし
くは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、置換もしくは無置換である環形成炭素数６～
２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形成炭素数３～２４
のベンゼン環ｃと連結する置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又は縮合芳香族複
素環基を表す。
　式（１４）および（１６）において、Ｌ４は、ｓが２の場合、単結合、炭素数１～２０
のアルキレン基、置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、２
価のシリル基もしくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、置換もしくは無置換の環形
成炭素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形成炭
素数３～２４でベンゼン環ｃと連結する置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又は
縮合芳香族複素環基を表し、ｓが３の場合、炭素数１～２０の３価の飽和炭化水素基、置
換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０の３価の環状飽和炭化水素基、３価のシリル基
もしくは炭素数１～２０の３価の置換シリル基、置換もしくは無置換で環形成炭素数６～
２４の３価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または原子数３～２４でベン
ゼン環ｃと連結する置換もしくは無置換の３価の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基
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を表し、ｓが４の場合、炭素数１～２０の４価の飽和炭化水素基、置換もしくは無置換の
環形成炭素数３～２０の４価の環状飽和炭化水素基、ケイ素原子、置換もしくは無置換の
環形成炭素数６～２４の４価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形
成炭素数３～２４でベンゼン環ｃと連結する置換もしくは無置換の４価の芳香族複素環基
又は縮合芳香族複素環基を表す。
　式（１３）～（１６）において、Ａ１は、水素原子、置換もしくは無置換の環形成炭素
数３～２０のシクロアルキル基、炭素数３～２０のシリル基、置換もしくは無置換の環形
成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形成炭素数３
～２４の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す。
　式（１３）および（１５）において、Ａ２は、水素原子、置換もしくは無置換の環形成
炭素数３～２０のシクロアルキル基、シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素
基、または環形成炭素数３～２４の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す。
　式（１３）～（１６）において、Ｙ５、Ｙ６およびＹ７は、炭素数１～２０のアルキル
基、置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、炭素数１～２０の
アルコキシ基、炭素数７～２４のアラルキル基、シリル基もしくは炭素数３～２０の置換
シリル基、置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香
族炭化水素基、または置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２４でベンゼン環ａ、ｂ、
ｃと連結する芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す。ｊ、ｌは０、１、２または
３、ｋは０、１または２である。
　式（１３）～（１６）において、Ａ１、Ａ２、Ｌ２、Ｌ３およびＬ４は、カルボニル基
を含まない。］
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
［式（２１）～（２６）において、Ｘ７、Ｘ８、Ｘ９、Ｘ１０、Ｘ１１およびＸ１２は、
それぞれ独立に、酸素（Ｏ）、硫黄（Ｓ）、Ｎ－Ｒ１またはＣＲ２Ｒ３を表す。
　前記Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ独立に、炭素数１～２０のアルキル基、置換も
しくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、炭素数７～２４のアラルキル
基、シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、置換もしくは無置換の環形成炭素
数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または置換もしくは無置換の
環形成原子数３～２４の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す。但し、Ｘ７とＸ
８、Ｘ９とＸ１０、またはＸ１１とＸ１２が共にＮ－Ｒ１の場合は、Ｒ１の少なくとも１
つは置換もしくは無置換の環形成原子数３～２４である１価の芳香族複素環基又は縮合芳
香族複素環基を表す。
　式（２４）～（２６）において、ｓは２、３または４を表し、それぞれＬ４を連結基と
した２量体、３量体、４量体である。
　式（２１）～（２６）において、Ｌ２は単結合、炭素数１～２０のアルキレン基、置換
もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、２価のシリル基もしくは
炭素数２～２０の２価のシリル基、置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２価の
芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形成原子数３～２４のベンゼン環
ａと炭素－炭素結合で連結する置換もしくは無置換の１価あるいは２価の芳香族複素環基
又は縮合芳香族複素環基を表す。
　式（２１）～（２３）において、Ｌ３は単結合、炭素数１～２０のアルキレン基、置換
もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、２価のシリル基もしくは
炭素数２～２０の２価のシリル基、置換もしくは無置換である環形成炭素数６～２４の１
価あるいは２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形成原子数３～
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２４のベンゼン環ｃと炭素－炭素結合で連結する置換もしくは無置換の２価の芳香族複素
環基又は縮合芳香族複素環基を表す。但し、Ｘ７とＸ８、Ｘ９とＸ１０、またはＸ１１と
Ｘ１２が共にＣＲ２Ｒ３であり、かつＬ２、Ｌ３が共に置換もしくは無置換である環形成
炭素数６～２４の１価あるいは２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基である
場合、Ｌ２、Ｌ３は同時にベンゼン環ｂに対してパラ位置に連結する場合は無い。
　式（２４）～（２６）において、Ｌ４は、ｓが２の場合、単結合、炭素数１～２０のア
ルキレン基、置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、２価の
シリル基もしくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、置換もしくは無置換の環形成炭
素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形成原子数
３～２４でベンゼン環ｃと炭素－炭素結合で連結する置換もしくは無置換の２価の芳香族
複素環基又は縮合芳香族複素環基を表し、ｓが３の場合、炭素数１～２０の３価の飽和炭
化水素基、置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０の３価の環状飽和炭化水素基、３
価のシリル基もしくは炭素数１～２０の３価の置換シリル基、置換もしくは無置換で環形
成炭素数６～２４の３価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または原子数３
～２４でベンゼン環ｃと炭素－炭素結合で連結する置換もしくは無置換の３価の芳香族複
素環基又は縮合芳香族複素環基を表し、ｓが４の場合、炭素数１～２０の４価の飽和炭化
水素基、置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０の４価の環状飽和炭化水素基、ケイ
素原子、置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の４価の芳香族炭化水素基又は縮合
芳香族炭化水素基、または環形成原子数３～２４でベンゼン環ｃと炭素－炭素結合で連結
する置換もしくは無置換の４価の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す。但し、
Ｘ７とＸ８、Ｘ９とＸ１０、またはＸ１１とＸ１２が共にＣＲ２Ｒ３であり、かつＬ２、
Ｌ４が共に置換もしくは無置換である環形成炭素数６～２４の２価、３価あるいは４価の
芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基である場合、Ｌ２、Ｌ４は同時にベンゼン環
ｂに対してパラ位置に連結する場合は無い。
　式（２１）～（２６）において、Ａ１は、水素原子、置換もしくは無置換の環形成炭素
数３～２０のシクロアルキル基、シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、置換
もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、
または環形成原子数３～２４でＬ２と炭素－炭素結合で連結する芳香族複素環基又は縮合
芳香族複素環基を表す。但し、Ｌ２が炭素数１～２０のアルキレン基である場合、Ａ１は
水素原子である場合はない。
　式（２１）～（２３）において、Ａ２は、水素原子、置換もしくは無置換の環形成炭素
数３～２０のシクロアルキル基、シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、置換
もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、
または環形成原子数３～２４でＬ３と炭素－炭素結合で連結する芳香族複素環基又は縮合
芳香族複素環基を表す。但し、Ｌ３が炭素数１～２０のアルキレン基である場合、Ａ２は
水素原子である場合はない。
　式（２１）～（２６）において、Ｙ５、Ｙ６およびＹ７は、炭素数１～２０のアルキル
基、置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、炭素数１～２０の
アルコキシ基、炭素数７～２４のアラルキル基、シリル基もしくは炭素数３～２０の置換
シリル基、置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香
族炭化水素基、または置換もしくは無置換の環形成原子数３～２４でベンゼン環ａ、ｂ、
ｃと炭素－炭素結合で連結する芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す。ｊ、ｌは
０、１、２または３、ｋは０、１または２である。但し、Ｘ７とＸ８、Ｘ９とＸ１０、ま
たはＸ１１とＸ１２が、酸素（Ｏ）、硫黄（Ｓ）、もしくはＣＲ２Ｒ３であり、Ｌ２、Ｌ
３が共に単結合であり、かつＡ１とＡ２が共に水素原子である場合、ベンゼン環ｂはＹ６

を一個または二個有し、Ｙ６がメチル基または無置換のフェニル基である場合は無い。
　式（２１）～（２６）において、Ａ１、Ａ２、Ｌ２、Ｌ３およびＬ４は、カルボニル基
を含まない。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
［式（２７）および（２８）において、Ｘ１３、Ｘ１４は、それぞれ独立に、酸素（Ｏ）
、硫黄（Ｓ）、Ｎ－Ｒ１またはＣＲ２Ｒ３を表す。
　前記Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ独立に、炭素数１～２０のアルキル基、置換も
しくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、炭素数７～２４のアラルキル
基、シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、置換もしくは無置換の環形成炭素
数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または置換もしくは無置換の
環形成原子数３～２４の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す。但し、Ｘ１３と
Ｘ１４が共にＮ－Ｒ１の場合は、Ｒ１の少なくとも１つは置換もしくは無置換の環形成原
子数３～２４である１価の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す。
　式（２８）において、ｓは２、３または４を表し、それぞれＬ４を連結基とした２量体
、３量体、４量体である。
　式（２７）および（２８）において、Ｌ２は単結合、炭素数１～２０のアルキレン基、
置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、２価のシリル基もし
くは炭素数２～２０の２価のシリル基、置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の２
価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形成原子数３～２４のベンゼ
ン環ａと炭素－炭素結合で連結する置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又は縮合
芳香族複素環基を表す。
　式（２７）において、Ｌ３は単結合、炭素数１～２０のアルキレン基、置換もしくは無
置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、２価のシリル基もしくは炭素数２～
２０の２価の置換シリル基、置換もしくは無置換である環形成炭素数６～２４の２価の芳
香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形成原子数３～２４のベンゼン環ｃ
と炭素－炭素結合で連結する置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又は縮合芳香族
複素環基を表す。但し、Ｘ１３とＸ１４が共にＣＲ２Ｒ３であり、かつＬ２、Ｌ３が共に
置換もしくは無置換である環形成炭素数６～２４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香
族炭化水素基である場合、Ｌ２、Ｌ３は同時にベンゼン環ｂに対してパラ位置に連結する
場合は無い。
　式（２８）において、Ｌ４は、ｓが２の場合、単結合、炭素数１～２０のアルキレン基
、置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキレン基、２価のシリル基も
しくは炭素数２～２０の２価の置換シリル基、置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２
４の２価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形成原子数３～２４で
ベンゼン環ｃと炭素－炭素結合で連結する置換もしくは無置換の２価の芳香族複素環基又
は縮合芳香族複素環基を表し、ｓが３の場合、炭素数１～２０の３価の飽和炭化水素基、
置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０の３価の環状飽和炭化水素基、３価のシリル
基もしくは炭素数１～２０の３価の置換シリル基、置換もしくは無置換で環形成炭素数６
～２４の３価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または原子数３～２４でベ
ンゼン環ｃと炭素－炭素結合で連結する置換もしくは無置換の３価の芳香族複素環基又は
縮合芳香族複素環基を表し、ｓが４の場合、炭素数１～２０の４価の飽和炭化水素基、置
換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０の４価の環状飽和炭化水素基、ケイ素原子、置
換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の４価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化
水素基、または環形成原子数３～２４でベンゼン環ｃと炭素－炭素結合で連結する置換も
しくは無置換の４価の芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す。但し、Ｘ１３とＸ
１４が共にＣＲ２Ｒ３であり、かつＬ２、Ｌ４が共に置換もしくは無置換である環形成炭
素数６～２４の２価、３価あるいは４価の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基で
ある場合、Ｌ２、Ｌ４は同時にベンゼン環ｂに対してパラ位置に連結する場合は無い。
　式（２７）および（２８）において、Ａ１は、水素原子、置換もしくは無置換の環形成
炭素数３～２０のシクロアルキル基、シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、
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置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素
基、または環形成原子数３～２４でＬ２と炭素－炭素結合で連結する芳香族複素環基又は
縮合芳香族複素環基を表す。但し、Ｌ２が炭素数１～２０のアルキレン基である場合、Ａ
１は水素原子である場合はない。
　式（２７）において、Ａ２は、水素原子、置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０
のシクロアルキル基、シリル基もしくは炭素数３～２０の置換シリル基、置換もしくは無
置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基、または環形
成原子数３～２４でＬ３と炭素－炭素結合で連結する芳香族複素環基又は縮合芳香族複素
環基を表す。但し、Ｌ３が炭素数１～２０のアルキレン基である場合、Ａ２は水素原子で
ある場合はない。
　式（２７）および（２８）において、Ｙ５、Ｙ６およびＹ７は、炭素数１～２０のアル
キル基、置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、炭素数１～２
０のアルコキシ基、炭素数７～２４のアラルキル基、シリル基もしくは炭素数３～２０の
置換シリル基、置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香族炭化水素基又は縮合
芳香族炭化水素基、または置換もしくは無置換の環形成原子数３～２４でベンゼン環ａ、
ｂ、ｃと炭素－炭素結合で連結する芳香族複素環基又は縮合芳香族複素環基を表す。ｊ、
ｌは０、１、２または３、ｋは０、１または２である。但し、Ｘ１３とＸ１４が、酸素（
Ｏ）、硫黄（Ｓ）、もしくはＣＲ２Ｒ３であり、Ｌ２、Ｌ３が共に単結合であり、かつＡ
１とＡ２が共に水素原子である場合、ベンゼン環ｂはＹ６を一個または二個有し、Ｙ６が
メチル基または無置換のフェニル基である場合は無い。
　式（２７）および（２８）において、Ａ１、Ａ２、Ｌ２、Ｌ３およびＬ４は、カルボニ
ル基を含まない。］
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　前記式（１１）から（２８）において、各基の示す具体例を以下に説明する。
　Ａｒ１～Ａｒ３の示す置換もしくは無置換の環形成炭素数６の芳香族炭化水素基として
は、例えば、置換もしくは無置換のベンゼン等が挙げられ、Ｙ、Ｙ５～Ｙ７、Ｒ１～Ｒ３

、Ｌ２～Ｌ４およびＡ１～Ａ２の示す置換もしくは無置換の環形成炭素数６～２４の芳香
族炭化水素基又は縮合芳香族炭化水素基としては、例えば、置換もしくは無置換のベンゼ
ン、ナフタレン、ビフェニル、ターフェニル、フルオレン、フェナントレン、トリフェニ
レン、ペリレン、クリセン、フルオランテン、ベンゾフルオレン、ベンゾトリフェニレン
、ベンゾクリセン、アントラセン等の対応する価数の残基が挙げられ、ベンゼン、ナフタ
レン、ビフェニル、ターフェニル、フルオレン、フェナントレンが好ましい。
　Ａｒ１～Ａｒ３の示す置換もしくは無置換の環形成原子数６の芳香族複素環基又は縮合
芳香族複素環基としては、例えば、置換もしくは無置換のピリジン、ピリダジン、ピリミ
ジン、ピラジン、１，３，５－トリアジン等が挙げられ、Ｙ、Ｙ５～Ｙ７、Ｒ１～Ｒ３、
Ｌ２～Ｌ４およびＡ１～Ａ２の示す置換もしくは無置換の環形成炭素数３～２４の芳香族
複素環基又は縮合芳香族複素環基としては、例えば、置換もしくは無置換のピリジン、ピ
リダジン、ピリミジン、ピラジン、１，３，５－トリアジン、カルバゾール、ジベンゾフ
ラン、ジベンゾチオフェン、フェノキサジン、フェノチアジン、ジヒドロアクリジンの対
応する価数の残基が挙げられ、ピリジン、ピリダジン、ピリミジン、ピラジン、カルバゾ
ール、ジベンゾフラン、ジベンゾチオフェン、フェノキサジン、ジヒドロアクリジンが好
ましい。また、Ｒ１の示す少なくとも１つの置換もしくは無置換の環形成原子数８～２４
である１価の縮合芳香族複素環基としては、芳香族複素環基の例の中から縮合構造を有す
る例が挙げられる。
　Ｙ、Ｙ５～Ｙ７、Ｒ１～Ｒ３およびＬ２～Ｌ４の示す炭素数１～２０のアルキル基、ア
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ルキレン基、３価あるいは４価の飽和炭化水素基としては、例えば、メチル基、エチル基
、プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、ｓ－ブチル基、ｔ－ブチル基、イソブチ
ル基、ｎ－ペンチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチル基、ｎ－ノニル
基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基、ｎ－ドデシル基、ｎ－トリデシル基、ｎ－テトラ
デシル基、ｎ－ペンタデシル基、ｎ－ヘキサデシル基、ｎ－ヘプタデシル基、ｎ－オクタ
デシル基、ネオペンチル基、１－メチルペンチル基、２－メチルペンチル基、１－ペンチ
ルヘキシル基、１－ブチルペンチル基、１－ヘプチルオクチル基、３－メチルペンチル基
等またはこれらを２～４価とした基が挙げられ、メチル基、エチル基、プロピル基、イソ
プロピル基、ｎ－ブチル基、ｓ－ブチル基、イソブチル基、ｔ－ブチル基、ｎ－ペンチル
基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、ｎ－オクチル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、
ｎ－ウンデシル基、ｎ－ドデシル基、ｎ－トリデシル基、ｎ－テトラデシル基、ｎ－ペン
タデシル基、ｎ－ヘキサデシル基、ｎ－ヘプタデシル基、ｎ－オクタデシル基、ネオペン
チル基、１－メチルペンチル基、１－ペンチルヘキシル基、１－ブチルペンチル基、１－
ヘプチルオクチル基が好ましい。
　Ｙ、Ｙ５～Ｙ７、Ｒ１～Ｒ３、Ｌ２～Ｌ４およびＡ１～Ａ２の示す置換もしくは無置換
の環形成炭素数３～２０のシクロアルキル基、シクロアルキレン基、３価あるいは４価の
環状飽和炭化水素基としては、例えば、シクロプロピル基、シクロブチル基、シクロペン
チル基、シクロヘキシル基等またはこれらを２～４価とした基が挙げられ、シクロブチル
基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基が好ましい。
　Ｙ、Ｙ５～Ｙ７の示す炭素数１～２０のアルコキシ基としては、例えば、メトキシ基、
エトキシ基、ｉ－プロポキシ基、ｎ－プロポキシ基、ｎ－ブトキシ基、ｓ－ブトキシ基、
ｔ－ブトキシ基等が挙げられ、メトキシ基、エトキシ基、ｉ－プロポキシ基、ｎ－プロポ
キシ基が好ましい。
　Ｙ、Ｙ５～Ｙ７、Ｒ１～Ｒ３、Ｌ２～Ｌ４およびＡ１～Ａ２の示す炭素数１～２０の置
換シリル基としては、例えば、トリメチルシリル基、トリエチルシリル基、トリブチルシ
リル基、トリオクチルシリル基、トリイソブチルシリル基、ジメチルエチルシリル基、ジ
メチルイソプロピルシリル基、ジメチルプロピルシリル基、ジメチルブチルシリル基、ジ
メチルターシャリーブチルシリル基、ジエチルイソプロピルシリル基、フェニルジメチル
シリル基、ジフェニルメチルシリル基、ジフェニルターシャリーブチル基、トリフェニル
シリル基等またはこれらを２～３価とした基が挙げられ、トリメチルシリル基、トリエチ
ルシリル基、トリブチルシリル基が好ましい。
　Ｙ、Ｙ５～Ｙ７およびＲ１～Ｒ３の示す炭素数７～２４のアラルキル基としては、例え
ば、ベンジル基、フェネチル基、フェニルプロピル基等が挙げられる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　式（１１）～（２８）において、Ｘ１とＸ２、Ｘ３とＸ４、Ｘ５とＸ６、Ｘ７とＸ８、
Ｘ９とＸ１０、Ｘ１１とＸ１２の少なくとも１つが酸素原子であると好ましく、式（１３
）～（２０）においては、Ｘ５とＸ６のうち少なくとも一方が酸素原子であって、化合物
がベンゾフラン構造を有すると好ましい。さらに、Ｘ５とＸ６が共に酸素原子であって、
化合物がベンゾフラノジベンゾフラン構造を有すると特に好ましい。酸素原子は、電気陰
性度が高く、電子輸送性を向上させることができ、これにより素子の低電圧化を図ること
ができ、特に、ホスト材料又は電子輸送材料として好適に用いることができる。また、共
に酸素原子である場合には、三重項エネルギーを広げることができるので、発光効率を向
上させることができる。また、式（１１）～（２８）において、Ａ１、Ａ２、Ｌ２、Ｌ３

およびＬ４がカルボニル基を含まない、すなわち末端構造がカルボニル基を含まないこと
により、寿命が短くなるのを抑制される。
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